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地域の特用林産物を利用した地場産業の振興

一奄美群島における大島紬と染色!京、料シャリンパイの生産を事例としてー

和国全弘・竹田皆唱・渡辺弘之

The developement of local industries utilizing minor forest products 

-A case study on the Oshimaぺsumugipongee industry and the production of 

its dyestuff Syarinbai (Rα'Phiolepis umbellαtα) in the Amami Islands開
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における大島紬とその染色)Jl{iGlシャリンパイの生践を事例として，その腔史的変遊，
及び地場産業の振興とそれに伴う特用林濯物生践のあり方について考察したり

大島紬は，そのi街1詳i化とともに，文化伝統の異なる本土市場の11脅好に)応え，様々な草木染から

シャリンパイ泥染へと染色技術を特化させ，梯々に生政技術をも変化させてきた。これによって，

島氏に非常に大きな利議がもたらされたものの，近年は本土111坊の晴好の変化によって生践の

j成を矧いている O 染色版本:j・は，シャリンパイの単一大畿生産となり，奄美総渇の林産物生産のか

なりの割合を 11;め，大規模な造林が行われるまでになった。しかし，大島紬生産念、iMi:.に伴う造林

シャリンパイの用途授失の危悦，また地域の特性と単…樹積造林実施の開の(矛婚といった問題が

生じた。 地域産業の振興において，地域住民の生活の安定のためには，域外市場のみに依存する

のではなく，…ブjで持続的i格好の期待される;地元の晴好を考癒することも必獲である。それに結

びっく4水産物生産には， J!h場ilî'i業の長期的な盛衰を考慮した用途により石lf1~性ある造林計開，ま

た地域の自然や伝統的林業活動の特性を考慮した造林法が検討されねばならない。

はじめに

鹿児向市から約400kmr};jのifif:上に浮かぶ市英大島では，家内工業規模であった大島剣授が
明治以降，本土を市場とする主J裂な地場業に発展してきた。現在では，大島紬は:tlこ鹿児島県

本ニi二(鹿児島陸地)と奄英1洋品(港発産地)で織られている。発祥地である奄美大j誌でiム況と

シャリンパイil:用いた夫熱染飽が今日まで煤んに行われており，市災j最大島紬を特殻づけるもの

となっている。また，鹿児島産地の大島紬も泥染作業l立政ど奄美il半島で行われている。染f乱開事'1-
となるシャリンパイ (Raphiolepisumbellatα，地冗名:テーチギ)は，これまで北は大隅諸島，

南は7111純島にわたる天然林から大金に供給されてきた。とくに戦後は，大島紬需要の増大に伴っ

てシャリンパイi肉質最も念場し， 11(3*1150年代初めからは，シャリンパイ資淵枯渇の1It'113，から約
2，000ha il:自様とする;造林が始められて山る。このように奄発群島では，地場産業の発授が地域

の大きな収入班、となるとともに，染f立原料としてのシャリンパイ生臨も奄美群j誌のi休業佐藤の大
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きな故慨を I~î めるまでとなった。しかし，最近の大島紬諮嬰急減やシャリンパイ造林の減退は，

地場盗殺の振興とそれに結びついた特別林産物住産のあり;5・を開い復しているように，忠われる O
本報告では，奄美l作j誌におけるこれまで、の大島紬とシャリンパイ生産の実態と問題点について

まとめ，地場産業の桜!i'nとそれに結びついた特別林諜物生践のあり;fを検討する O

2 シャワンパイ染色の実態と の変遺

1. シャリンパイ染色

奄笑産大島紬の根幹をなす泥大島.7J~草子大島(その他，化学染料による色大島や草木染大 j誌が

ある)においては，シャリンパイと泥そ使った染色が行われる。この染色工程において，シャリ

ンパイJ)支出液111のカテコールタンニ aン色議及び少殺のカテキンと泥土Iドの鉄塩類が，水に不ITJi容

性の化合物を綿糸j二につくるけ。そしてよ黒色に仕上がる。この技法は奄葉大尚北部の笠利 11なが発

祥の地であるという説もあるが， yljl純県でもシャリンパイを用いた泥染が広く行われていること，

インドネシアのパティックでもife染が行われていることなどから，南方でj広く行われている染

色法であると考えられる。 以下に，現在のシャリンパイ泥342の工程を隣単にまとめた(数値は

て聞き取りによる)。

のシャリンパイ煎i夜の抽出
手掛か機械割によってシャリンパイ涼木(斡のみ)をチップイヒずる 1 )。それらを網か

2)0 71<.がj成っこ、に約360kg詰めて殺に入れP かごの上3cm1立まで水省:-itf，Jたし2日開煮込む

たら加える O この時，燃料は煎出し終ったシャリンパイチップを用いる O また，抽出を平めるた

めに震炭鱗ソ…ダをシャリンパイ60kgにつきlOOg経皮加える IHが終るともう一晩i鐙き 4
日目からイ史服する O 染f立カは…週間闘が最大でそれ以降は減i思するため，それまでに使用する。

写真 l 手割によるシャリン
パイのチップ作業

ま手 1~r 2 ~と JJl : ;設のrj:1に網かごが見える。また絞出し
終ったシャリンバイチップが燃料とし
て使斤jされていることが分かる O
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φシャリンパイ煎出誠による綿糸の染色
J甘!出された褐色のil1fl1:'，i成i-小さい脊器に移し，そこで絹糸をもみこみ染色する
閥だけでは染裁が弱いので数十聞も染色を繰り返し，煎if主はそのつど11)(り終える。

ょくするために数!illごとに行Jj(液を加える O 終了後，乾燥させる O

むり況による染色

3 )。

また，染着を

茶褐色に染まった絹糸を泥沼で芯まで泥水が通るようによくもみこむ

洗いして絞り，十分空気酸化させる。すると黒色に変色する。

4 )。染色後，水

Cむさらに窃~(おの工粧を 2-4 !ill繰り返すと独特の黒色と J!Íl~合いが得られる。

Tj.災3 シャリンパイJlifiJl i夜による染色 4 泌EI:lでの泌染

2.染色眼科用シャリンパイ

大島紬…肢を染めるために，シャリンパイが平均約22.5kg必嬰とされるけ。よってシャリンパ

イを使用する泥・泥際大階級の生産反数から，シャリンパイ需要援を逆詳したものを鴎 iにおし

ただし，かつては主にシャリンパイの根が校用されていたことから必要最は22.5kg/民とは

限らないこと，昭和48~::以前に|渇しでは流・泥臨生競民数は推定であること，マングローブの:~1f

出液である輸入カテキンが染料増殻斉IJとして使用されていたことけなど，実際値が鉢出{砲とお;な

ることがあり得る。また鹿児向産大島紬のための需袈媛:は，鹿児島ilEil~ . iAi際大島紬生産反数の
資料を欠いたこと，奄美~l下島で染色されてきた割合が予測できないことから，含めることができ

なかっ t::. c これらのことを考胤しつつ，その需要量の変化を大島紬~lと産の変遺とともに追ってみ

fこい。

染色法が梯々な草木染からシャリンパイ泥染めに…本化されていった(設 1)当初の明治Wlで
は，需婆j散は1，OOOton/年比らずであった。しかし，これをはじめとする大路紬製造技術の線々

な改良が大正期からの大島幸治生際の急滑に突を結び(説 2)，シャリンパイも5，OOOton/年をm
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一間UY:数・...・M ・-鉛・側側反数関シャ 1)ンパイ慨滋ーシャリンパイ蛾綴

|潤 I 迩策目巨大j与税hの伎滋}メ数及びシャリンパイ需給ikの if(~移

締役~ S 7 : ifeJ¥lさのみの生j妥とした。
S 8 ~29: 泌. i泣波大)fMiliの生産泌を80%とした。
S30~48 :この期|問、 iJe.泌滋大jお紬の生産反数の初会が1Ii'H'U49i判的とi司じとしたo
S49-H 4 泥・泌]l~t火ぬの線災な g:.iffi反数に法づいた(総11 波紋:様で淡水)。

出所)ヰミj必ずぽ英大島納協同組合資料
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える需要が続いた。しかし，戦1:1:1期とう~1jí.占領JUJ には，大島紬生産の紙迷によって，シャリンパ

イ諮要は殆どなくなった。日本複帰後(ま大島紬の技術改良の符倒とともに生産が戦前近くのレベ

ルまでlill彼し(註3)，シャリンパイ需嬰最も問中1J55年には5，000ton/年以上にまで復活した O

しかし昭和田年からの泥・出艦大島紬の減(説4) に伴ってシャリンパイ擦喪主主も急減し，

成4年にはii没後の故雌期の約 1/5の1，004tonにまで務ち込んだ。 1，004tonは， 30年生シャリ

ンパイ…本のさががj8.9kgllといわれていることから，シャリンパイ約11753千本分 (6，000本

構造林地約19ha分)に相当する。また鹿児島glIi氾・泥強大島紬(平成 4年度32，440反)の泥染
が全て奄美において行われていると仮定すると，更に730t f'初甘されていることになり，合計1，73
4t，シャリンパイ約19755千本分(開j11f林地約32.5ha分)に相当寸ることになるO それでも明治

則に近い需袈殺に急減しているといえる O しかも今後吏に減少することが予惣!される O …方近年

は，十泣かであるが草木染大鳥~:IIIが彼泊したり，大島和l!技術指導センターにおいて奇策の様々な広

葉樹を用いた染色技術のIj自発に締苧されていることから，今後はシャリンパイ以外の染色}話料の

需要が増加する可能性も考えられるO

3 シャリンパイ{共給の実態

1.シャリンパイの生産法

現布，造林水シャ 1)ンパイ生産は殆どなく，もっぱら天然林からの探取による o J-.~， -Iごにその採

rlJl. r:1;~まとめた。

CDt友き切り採取 (j担い手は111i1人の採取業者)
これは天然林からシャリンパイのみを伐り 11:¥すやり方で，背からシャリンパイにi浪らず行われ
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てきた伐出法であり，現裂もさかんに行われているo …般には，森林所有者にrL*代'd:払うこと

によって採取されるが，立オミ代を払わないj卦合もあるようである o @J有林のシャリンパイ原水は，

全て本場奄美大島紬協同組合を通じて払い下げられていると報告されているけが，天然水である

のか(li伐前の造林水の可能性がある)，どのような業者によって採取されているのか分からない。

現在は幹のみを採取するが，かつては根株が主に探地されていた。染色業者によると，棋は幹

よりよく染まるそうで，タンニン合法は幹が4.531g/kgに対し，絞は6.183g/kgと報告されてい

る 3) この掠~文法では， t艮f米を織りとるためにまず問題の;木をなぎ{到し，羽毛を掘り出す。そして
残った太い叙IJ根から新芽がでてくるという。採取後に日がよくまitこること，指iりとった穴に落葉
が溜り養分となることは，斑新に非常に効来的だというのこのような染色力にも克新にも利点を

もっ根株の採取が行われなくなったのは，労働生蔵官kの抵さゆえにシャリンパイの大法需裂に対
応、できなかったこと，更新が理想通りうまく行われず根株の掠取がかえって資源の枯渇を詔くと

されたこと，チップ作業の機械化に伴い根株が不都合となったこと，などが考えられる。

③皆伐n寺，林道建設i時の採取(扱い手は伐採業者作業員，土木業者作業員)
これらは戦後に，パjルレプ.チツフ。汗用j天然林皆f伐え及び

王現1立v場幼でイ1:l刀:ナ士けされたシヤ 3リjンパイ lは立，少殺なので現場に i年ほど貯め控きしてから出荷される。
また，シャリンパイは場所によっては多く出るが， 2 ~ 3 ha当り 30~50kgで，しかも 3 ， 000円 /60

kg程度なので，ある伐採業者では慰労金という形でその販売は作業員に任されている。

2. シャリンパイの流通

流通の実態を関2に訴した。平成2年度の奄美若手島のシャリンパイ生産畿は2，520切れであっ

た。そのl:j1の93%が奄美大島で生産されており，その他l立与-論島を除く各識で生諜されている 4)。

開き取りによると，鹿久島，沖縄島からも供給されているがその埜は不明である。また木場唯美

大島幸111協同組合によると，現在奄英大島では殆ど生産されていないという。これは前述した奄英

大l誌の生藤割合と全く矛錯する。このように島加の生産割合の実態はよく分からない。

次に生接選:を長三産法別に見る。 551Jo生以上の天然林分におけるシャリンパイ資源最の推定植

720kg/ha1)と奄奨群島における平成2年度の民有林伐採関税1，167haを用いて，平成 2年度の

皆伐に伴うシャ 1)ンパイ採取量を試算すると約840toれとなる。林道建設に伴うシャリンパイ探

駅長は，平成 2 1J三}立の林道 11日設議10 ， 510m と推定f~巨を用い，伐間帽を 8m として試算するとが~ 6 

tonとなる。これら採取殺の{患は，使用に耐えない小桂木があること，伐採面積のq:Jには@J右手本

が考臆されていないことなどから，あくまでもおおまかな推定値である O 伐掠・土木業者からの

供給は合計約846tonとなるので，南美野島における採取業者による保取殺は1，674tonとなり，

この方法による採取がかなり活発に行われていることが挽測される。

かつては，これらのシャリンパイ151木は全て斑接に染色業者に洪給されていた。しかし，日本

復帰後は染色とチップ化の分業が進み，シャリンパイ専門のチップ染者が出現したことによって，

現在は約8制がチップ業者を過して染色業者に供給されているようである。

3. シャリンパイの生E去最及び生産額の推移

a.生産澄の推移

奄英群島における近年のシャリンパイ生産量の推移りを鴎 iに訴した。生産f設には，能児島産

大島紬}羽や染色用途以外の話:袈最も含まれると考・えられるので，前述した諮要議:の推移よりは概

して多くなっている。よってシャリンパイの採取畿を考える場合，生産:抵のブJがより現実に近い

他をあらわしているといえるO 平成2年度の生謀議:1ま2，520tonであり， 30年生シャリンパイ約28
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1Ji(* 

)jtjJ注)流j創設は平成2年皮の数値から披ifllJ IHIi約束1[1(1984)ω 及びl討さ取り訴J1f:

万 3 よ!二本分 (6 ， 000本手~造林地約47ha 分)に相当することになる O しかし，生産殺はピーク時の

1/3以下に減少しており，今後も吏に減少することが予想、される O

b.生産相の推移
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一一時シャリンパイ生産額 ……林業'1，!1l紋におめ品割合

l選3 シャリンパイの佐波留{及び奄炎r.r!Jる
の林業~tilNf(におめる総合の推移

仰がうJ1s:f:1l61年伎の'd::'HfU磁のデータは得られなかった。林ぎ往生後初
におめる割合は、昭和59年のも得られなかった。

IH所)奄美消防の概況

シャリンパイ生産額の推

移とその林業生産に占める

都合を図 3に示した。昭和1

46年以前は，単側が安かっ

たことによって，生産遜;の

舗に1:~差額が{廷かったが，

その後は生産散にほぼ比剖

した:tffr移を示している。単

価H立，昭和46年まで約500内

/60kgで、あったのが昭和56

3ドには約3，000円/60kgまで

念総し，現在に三去っている O

また，生産額がピークに

した昭和52年は，現抱より

単保liが安かった(約2，000円

/60kg)ので，生産量がピー
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クn寺の 1/3以下に減少したのに対・して，援額はピーク時の約 1/2の減少にとどまっている。
道美'111;1誌の林業生議宥iに占める割合を見ると，…fI寺は約15%も占めており，地場産業と結びつ

いた特用林産物が休業生産において…定の役割を知っていたことが分かるが，近年は 5%近くに

まで落ち込んでいる。

4. シ'¥'リンパイ供給形態の変化に伴うの品質の低下

染色業者・によると，シャリンパイの染色力は，その供給形態によって興なるという O 抜き切り

採取によるシャリンパイは， 111に入りやすい泌.伴近くのj瓜街地のものが多く，これらは奥山のも

のが多い皆伐・林道建設fI寺に採取されたシャリンパイよりよく染まるという。染色染者によると

海風による生長の仕方の迷いが涼関で、はないかという。また， r毎 Jt~jlí:くにはシャリンパイ (Rα:p­

hiolepis umbellata Thunb. 樹高 2~4m で枝分11皮が多い)， I);J陸にはホソパシャリンパイ

(uαr.liukiuensis Koidz 繋が細長く樹i向10mで1i1幹性)が偵:み分けており，染急}活字iとしては

11ii者がよいと報告されている 11ことから，種による症も考えられる。…ブj，チップ染者を媒介す

る|昔jの乾燥が係閣ではないかとも報告されている i)O しかし，乾燥が版関ならば，それはむしろ

皆伐・林道建設時の掠取における i年もの長期放置が…若干のJJR悶ではないかと考えられる。また，

l急外から供給されるシャリンパイも長期i放j涯によって染色力が低下していると考えられるο これ
らのことや前述した税株から幹の探取への変化など，戦後はシャリンパイの供給形態の変化に伴っ

て品質が低下してきているといえる。近年活発に行われてきた造林によって，…時期消費が増大

したシャリンパイの資j脱線保とその集約的な収継が実現し，品質のよいシャリンパイが安定部給

されることがj明持される。

4 シャリンパイ造林の実態

l.:illi林の概況とその背景

シャリンパイ需要最の急、増に対して，戦前からシャリンパイ造林が行われてきた。大iE5年，

大島常林母子がず走大島の問手1"1*に約30ha縦栽したのそかわ切りに，奄美大110の民有林を lトL、に
lliHIJ1 0:fj:.から 16:ij~にかけてかなり欄栽され，戦前の機栽部;fj'(i土， I主!有林30ha，民有林691haに

した。現在これらの造林水は，シャリンパイより生伎の与Lい仙の樹木の下で被!王状態にあると考

えられる。従って，前漉した天然林からの採取には，これらlj災前のシャ 1)ンパイ造林水が含まれ

ている可能性がある O また能述した!刻有林のシャリンパイ町、木の払い下げもこれらの造林水であ

る可能税がある O

戦後の造林は，昭和30年代に入ってからで， I認有林 l土，昭和32~35 :ij三にかけ‘て 4.21ha，民有林

は昭和37-39年にかけてが~50hafi({栽が行われている 110 llíHIJ40~-48年は殆ど不明(昭和初年に

1.2hiの記録)である。昭和50年には，シヤリンパイ需嬰急

肉支f庁f引4林水務諸諜:によつて資j源涼捌変が行われたο その後， jl~ に約 100ha の割合で計約2 ，OOOha を日擦

にした造林が市美鮮高の振興事業をもとにき1・溺的に始まった(図 4)。それから少し後の翻資で

は，昭和56~の資iJJí(最51 ， 490ton のうち利用可能なのは42 ， 000ton で\年間伎町長れま 1 ， 200ton であ

り，この住民f訟はそれ以前8年間の手IJm平均4，200ton/年の30%程度にすぎず，このままだと移
入1，000ton¥l:考慮しても15:fFで枯渇するゆえ，さらに2，700haの造林が必裂とされると報告され

ている1)0 BiH1J54:fドからは，大島紬協同組合による補助も始められ，官民一体の造林2審議となり，

IlWHJ51 ~王子成 3 年までの:illî~;糾副総はがjl ， 500ha (ニ迭した。しかし，近年の大島紬不景気に伴って，

造林閣識は減少傾向にあり，計制I泌総にヨきらずに打ち切られつつある o ずg英'llfl話会逃*Hu1較に11f
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める割合も，…時は90%に

まで迷していたが平成 3年

は約65%までに務ち込み，

:illí~本格H最の転換がはかられ

つつあることが分かる (I~I

4) 0 

こ~1.ら附ねJ51{ド以i絡のシャ

リンパイ:iiti:t (土，にパル
プ・チップj刊の皆伐跡jt!lに

行われている。 従って，シャ

リンパイの造林適地が光分

されていない1河1リrti白能巨t，性カがf 
考えられる O 造林作業は::'I':

て森林総合lこ委託されて行

われている O 以下にその

態をまとめ

は，主に森林組合によって行われている。 10月に描離し， 40日後に発芽した後， Mミ替をし 5
~^~年 2 月に llJ出しする。不足分は，子記英BfJ詰外から布1)われているので，犠は子奄記美に i自当 E生Ë.三汁すす崎るシヤ

リンパイホドソパシヤリンパイに力加{刊lえて本土E醸芸のマ jルレパシ刊ヤP リンパイ (ωtυJαr. 仇ntω巴'geωr宅γ吋1
M叫lIa必!王nno 樹樹潟謁1.2m以下で主幹がなしい、サ)， さらにそれらの片中11間i悶日税がj混島さざ宇るという i}O 離によって

樹)1';，染色カが異なるため，それらの特特?十付'1性l

に分けられ， :J:IIIの生けよ立及び餅料用等として利用されている。一{fllはI年後に切って機水状とし，

街路樹1刊になる。

b. J也抑え

伐採業者による皆伐の後，残された校条を最大傾斜線に沿って披理する。校条の去を分がで方に

広がる点では水王子に設ベたJiがいいが，作業に手間がかかるゆえに保持u二行われていなし、
C. 植付(写真;5) 

シャリンパイ造林には， 3，000， 4，000， 6，000， 8，000本/ha純及びスギ (Cηptomeriαjαponica

) ・イジュ (Schimαwαllichiissp. liuluuensis 81oemb)等との混植がある。奄英大j誌では，

ほとんど天然林伐採跡にシャリンパイのみの造林が行われている。槌付は， 2 ~ 4月にかけて行

われる。市美大島では，一般に忽京;¥甜に植えられるため，その作業は地1fT-えとともに相当にきつ
いものである。|燐りの:喜界J誌では，合j也J二の平現な土地なので植付けは随分やりやすい。 Nl中町語
大宜味村-では，林道建設にwう残土にシャリンパイが権付けられており，林道開!万!の総化，こi二境
保全の機能も兼ねられている。

d.保育(写真6) 

j在林した年の友に (ススキが多し、)のii可さは 1mになり，これらの11¥1びる夏以降に下刈
りを 1，2 [司f子う。この時シャリンパイ以タトの1守用なおj般は残される G これは，シャリンパイ以

外の用材の供給のためと，シャリンパイより生伎のら1'1ぃ樹木による適度な被阻によって，シャリ

ンパイの分校をが[Jえてよ方への生設を促進するためである。下刈りのi詰終段階は，ハブがおいつ

められているWfii'Hiもあるので，非'散に111:1倹である。しかし，ハブは現在 1[1t.;5，OOO円のI1又入とな
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り，単に，吾、み嫌われるのみでもないようであるo 7年間は，このように下刈りを行うが， ~t:.-J受の

税皮によっては更に続ける。保育に努めた林分は， 10:午後も90%以上の生存様であるが，…般の

造林地は粗放な施業のため，ぞれより劣ると報告されているり。 I陥詰湯場制主;剖，性!

/パ〈イ iはま丸，天?然f治i林でlは土樹高高aのf抵政いj胤虫瓜:u衡荷j地也に多く}見1られる O ある伐採業者は， シャリンパイが天然林

内で立ら枯れているのをよく見かけるので，造林水で生き残るのは恐らく，他の樹醸の生長の超

いj質上付近だけではないかと述べている O 実際昭和56年時点においては， 20数年， 40数年前の数

百 haの;造林地は， riiJに近い潮風を受けるような立地以外に見るべき林分が残っていないと報告

されているけ。

写真5 シャリンパイの械付:Ij~央にイノf:梁践が見える。 III
にj也f{f.えによって校条が絞

て並べられ
ていることが分かる。

:今:災6 "Y刈りが終わり、{むの広紫
11Ttの坊主joの1j1で遇政に部び
るシャリンパイ (1119と)

このように，シャリンパイ造林の成百は，保育の如判にかかっているといえる。しかし，作業:

jえからは，繁茂するススキの111から生長の遅いシャリンパイを見つけ出して下刈りする作業は非

常にやりにくく，ハブやハチの危険も伴い，しかも強烈な直射日光のででは，JJ~夜の資金ではと

ても栴導通り行えず，奄爽の自然特性が光分現!I甘されていない状況であるという戸が問かれる O

e. JI又J、長
戦後は，昭和30年前後に間伐による僚かな収挫の記錦があるのみである。ただし，天然林から

の採取と.'(l.l，われているものの"11には，戦前の造林水がftiかに含まれているであろう O 昭和50年代
以降に植えられた大量の造林水に関しては，伐期(約30年)にはまだ速く，全く JI又識されていな

いと考えられる O

収穫は， 1むの広葉樹とともに皆伐することによって行われるようで，木代iま伐紙業者からそ

の所有者に払われることになる。ただし部落荷林(殻5)においては，これまでのように分収が

1Tわれることになるだろう。
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しかし，キ1I1生産急減の中，伐JUJに速した11糾ニシャリンパイがどれだけの倒似を持つのか旋向で

ある。また，たとえ価値を持つとしても十分な保育をどれほど受けどれだけ生き践るのかも焼問

である。さらに，これまでスギ造林水などに対して行われてきた不法伐採がシャリンパイ造林水

に対・しでもいlじように行われる可能{全が光分考えられる。保予干の悩離さとともに， これらも政策

指導者にとって造林寺f設を進めるよでのitE容となり，また造林を行おうとする森林所宿命者にとっ

て逃林意欲減退の嬰悶となっている O

3. 農林における問題点と今後の動向

tj 

施業J技支得祢術;守LI上二のi問百笥1組点としてlはま，陽性で生:伎の遅いシャリンパイに対して，斑熱帯気候下での{自
の樹織の蝶んな萌芥，強いEI諮し，しかもハブの危険の1*う111で，充分な保育を行うことは非常
に悶雑であり，伐期において天然林の被j王下でどれだけ生き織るか続問であること，パルプ・チッ

プ伐採跡地に造林されるゆえ，シャリンパイの造林組i容が光分選定されていないと考えられるこ

と，さらにシャリンパイの檎による特性を考撤した適地への造林が行われていないようであるこ

と，が考会げられる。

政策上の問題点としては，千託契j洋j誌のl舵熱情自然;特性が充分考l出:されず¥本土と異なる作業の

サ{:ìE~'水探準々i倒に充分!反映されていないこと，紬不気によって伐jt}Jにおけ・る用途が flt現谷

れているように，長期的措野に@なった造林詩|明iが光分~'I鼠されていないと考えられること(かつ

てパルプ・チッヅ用に蝋んに植えられたリュウキュウマツ (Pinusluchuensis Mayr)も，外聞

から大畿に安備な針葉樹チップが我が到に11翁人されるようになったために，現在)fJ溶開発に

している)，さらに造林水の不法伐採への対応策が光分考!怒されていないと考えられること，が

挙げられる。

これらの諸問題を通じ，シ・γリンパイ造林意欲は減退しており，もうやめるべきだという戸が

賄どである。杖としての代替手Ij汗!の戸も出始めている。しかし，周期のilJi芥も伸ばすいわば育成
天然林施業を組み合わせた造林施梁が行われているように，施業技術や用途のi問題に対する指導
者側の対応も見られる。また，これらの殆どは奄英群島のj去林全体に共通した問題であり，これ

らに対応、して幾犠かの有用樹を育てる育成天然、林改良施業が活発になったり，造林探準1手{測の値

上げが実施ちれたり，また造林樹種の多様化の案が出されたりしている G それでも不法伐探との

競合などの跨題をはじめ，今後検討おれねばならない線組は多いで、あろう O

5 まとめ一地場議設のJ民興とそれにwう林政物佐渡のありブj-

議英政大島紬は，文化伝統の興なる本:1ニ市場のH帥干にJ:i:，;えて，様々な1立木染からシャリンパイ

泥染へいヌドイヒするなど，訟統技術の特化や改良を行ってきた。それによって大島紬は本土の人々

に大最に売れ，島氏に非常に大きな科益をもたらすことになった。しかし，近年は本土市場にお

ける晴好の変化や多様化に光分対応しきれなくなり l主産が急減している O また，本土の 11脅好に

併せて改良されたことによって地元の11寄好にもr，t，えなくなり，結来的には…人取り残されたよう

に織物問障に摘まれている。このような1.¥:1，失われたf云統技術の再開発や新・技術の開発が務手さ
れ始めている。

ーブIJ，様々な本水染や泥染からシャリンパイiJet4さへの一本化によって，染忽jjZ料生産も一本イと

され，シャリンパイ生産の急i告につながった。これに応えて資源確保のための大規模造林が行わ

れたが，大島幸111生産念、減に1=1'.い，問巌に1ftまれた大島和IJのように;造林水が天然林の中に取り残さ
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れる '~fJ能性を生じている O また，奄美群島の自然特性や{公統的探取林業との nu に::r'臆を生じた。

このようにシャリンパイの集約的，安定的生躍が闘車mとなっている l十1，多様な樹被告?生かしたよ
り奄美群島の自然特性に適した育成天然林組業や多{1JJ舗の造林が活発イとしていくであろう。

ず語英i作品における大島紬の振興とシャリンパイ生践の際史的変j撃と実態は，地場産業の振興と

それに結びついた特別林産物生識において以下のようなことを示唆すると考えられ

1.地域の仁jlで、多織に培・われてきた地場経梁の振興をはかる場合，大市場である域外のH持好にの

み応えて伝統技術を特化することは，知期的に l土地域住民の手IJ援に~・i献するが，長期的には地域

住民の生活の安定に結び付かないことがある。1，誕足つて， J域或外のH晴替好とともに;持守統的H

きるj地色元(殻6引)の晴好好恥も考i滋怒することが，より安定した地場産業の発肢に賞献するであろう O

2.地域外の11普好に応えて4引とされた伐統技術に結びついた特出:1*産物生産は，背景となるi車場
産業が長期的に安定しないため，大規模な単…樹犠造林が行われると伐JUJにおける用途裂失の可

能性を生み出す。また，大規模な単一樹穂造林は，その地域の自然特性や伝統的掠Jf~林業との間

に矛請を生じる可能性がある。 l~.…樹税法卒~に過した自然特性の異なる域外の主導によってJJlti*

政策が行われる場合は，とくにこれらの考践が必袈である。

今後は，発祥地からの技術移転によって合理化が揺られた臨児島産大島和I1や，干皆奨群島より多

械な織物を生殺し多様な染色原料をf甘いるが11純織物の事例と比較し，奄美のi当然、，社会，経済的

背法もよく考臨したよで奄英群島における大島幸111とシャリンパイ生産の今後のあり方を探ること，

そしてここで示唆された事項をより深め綴拠織かなものとすることが課題と思われる。

本研究にあたり，琉球大学農学部篠涼武夫教授，大島支庁段林諜林務係の加藤良之係長， JlI内

博文指導践をはじめとする皆掠，林業試験場fItr3::経研究員背:木等氏，能郷11汀森林総合の架j意向11雄

総合長，長~*銀四郎氏，大和村役場農林係川まID秀継氏，河村i森林組合宿悶尚守氏及び作業班長の

皆様，鹿児島県大島紬技術指導センタ一点任研究員勝決造氏，大蕗紬染色工場の皆犠，シャリン

パイチップ染者及び|勾倒産業の皆様， J羽詰春日荘松元御夫姿，これらをはじめとする多くの方々
には長期開のインタピューをはじめ大変お世話になりました。ここに改めて深く感謝御礼巾し上

げます。

1.シャリンパイ泥染が大島紬天然染色の主流になったのは，鎚落俊県以降に大島紬が本土を市

場として商品化してからのことで，それ，l-j、前はフクギ (GarciniasubellipticαMerr.) ，リュウ

キュウアイ (Strobilαnthes cuisαO. K.)，ヤマよそよそ (Myrica rubnαS. & Z.) を女合めとする

多くの天然染料が用いられていたο このように染色が一本化していったのは， jr!味In!!i~の上 ;(jî

が薩摩滞へのよ納を契機に雄々な染色が蝦染主体に変化した6)ように，本土のニーズに!石、える 1:11

でi"?iI羽独特の様々な説彩が淘汰されたことによる.と考えられるO 宮市上布はその黒っぽい色彩，

縮かい緋模様ともに大島紬とそっくりである。二布について「さつま貯みの細かい緋が育っ

ていきましたJ7)ともいわれていることから，大島紬のキ!日かい緋i契機も，鹿児ぬを始めとする本
こiこのニーズの影響が大きいことがほぼ明らかであろう。

2.明治初期までの大島紬は，乎でつむいだ糸そ用い，緋加工(模掠になる部分が染まらないよ

うに，その部分を水締またはf!:i:議糸でくくる作業)は手くくりで行うというように全て手作業で
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あった。製織は，地機によってj也部に臆して行われたα しかし大島紬が商品化すると，染色の一

本化を始め，糸は機械糸を大殺に移入するようになり，緋力n工は緋締織機のH~Hさによって機織化

された。地機は精子に駆る高機に変わり，能率が向上した。これらをはじめとする生産性の向上

と品質の改良(特に制:綿織機は大j急車Jllの特徴とされる非常に*IJIかい緋の製造を河口告にした)が明

治後期に盛んに行われ，大正1mに大島中dJ生躍が急増したO また，緋締技術の発展，化学染料部分
染の出現，本土践挺による強大島， iJe獄大Iぬの開発など，さらなる品質改良と大島紬の多様化が
進み，第ニ次大戦を迎えるまで大民-の大島紬生産が維持された(翻1)。

3.日目午11284ミの本土復帰以降再び緋締技術の発展，化染大島(色大島)，草木染大J誌の13rl発など

の技術!?約百が行われはじめ， llfHII40年代には高度経済成長とあいまって生産j文数が戦前に近いレ

ベルに間後した。 IJ{H1l50年代に入っても伝統的泥染による高級品を主力にしてきた市英政大島紬

は，高級品目前子に支えられて生産が維持された(槌1)0

4. IJtPfIl50年代は金生産民数は維持されるが， llr:i*U56年以降は泌・泥議大島幸IIIの生賎民数が急かえ
している(凶 1)ο この嬰|週としては，経済成長の低迷などを背致とした高級品H普好の表選，諮

喜さの…巡，ヨドゴニ市場の競争の激化，ニーズの多緑化などが考-えられる O

5. 者15i客有林は謙譲llrl誌の林野部和の25.6%を占め 4) 克克島県全体での部都有林の割合7.0%よ

りかなり多い。また， 34.8%をihめる11111人有林りは，少し古い記鉱であるが実質的には共有手ljJfJ
の林!llJ'が}主倒的に多いといわれておりへ rl1illJ村有林における者Ili'存への貸付林も実質的には部議
有林である O 従って実質的な音Ili客有林は，更に数字以上となる。

6. ここでいう地元とは，ほほ共通した文化伝統を持つ地域のことを指し，具体的には，狭くは

屯英昨均，広くは沖縄県も合めた琉球弧文化問といえる地域を指す。これらの地域では， 1主燕布

や花織などの伝統織物や天然、染説原料の撤類が類似している。 従って，奄美1洋j誌のH的手を考臨す

ることは，同時に;ltl!ji;織物の諮投;の高いil[1縄県市場への参入のmも開かれてくると革者は考える。
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Resume 

'1'he objectives of this study are : (l) to clarify the clarify the history and socio-economics 

of th日productionof Oshima-tsumugi pongee as a local industry and Syarinbai (Rα:phiolepis 

umbellatα)， its dyestuff ; and (2) to examine the problems regarding them. 

Oshima-匂tsumugiis one kind of splashed-pattern silk fabric. In the Amami Islands， where 

Oshima-tsumugi originated， Syarinbai and mud have been used to make a black dye， with 

about 22.5kg of Syarinbai required for a ro11 of cloth. Up to now， the supply of Syarinbai has 

been plentiful. 

In response to consumer preferences in mainland Japan， the traditional dyeing method 

which used various plants was simplified to only one dyeing method with Syarinbai and mud. 

'1'echnical skills have also changed. '1'hough these changes have greatly benefitted the Amami 

people， recently， a rapid decrease in Oshimaぺsumugiproduction has come about in response 

to the changing tastes of the mass market. Meanwhile， Oshima-tsumugi [abric， which had 

changed in ways unfavourable to the 10むalAmami people， is now being left behind by both the 

mass and local markets. 

With simplification of the dyeing method， the number of dyestuffs was reduced to a single 

plant species， and Syarinbai has been planted in large-scale monoculture forests. A t present， 

the planted area 1S nearly 1，500ha. Now， wiれt才hth巴 rapiddecrease加ηOsh吋lma.ぺsumugi

p戸r、ο吋d小ωu山lωct討10叩n，the large崎scaleSyarinbai plantations are unneeded. Moreover， many other 

political and technical problems have arisen in the practice of reforestation. '1'hese factors 

suggest the followings : 

(1) '1'0 respond only to theもastesof the mass market doesn't n日cessarilycontribute to the 

stability of the local peoples' lives. '1'0 consider the tastes of the local market， which can be 

expected to be more stable， in addition to the tastes of the mass market， would be more 

beneficial over the long term. 

(2) '1'he production of minor forest products which are controlled by local industry is also 

unstable. If large-scale reforestation is done， sever‘al problems may result from 

misunderstanding the local natural environment and socio司economics. '1'hese including 

oversupply， technical problems， and the contradiction b記tweenreforestation and traditional 

forestry should be seriously considered. 




